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火山噴火の時間スケールを評価するため，脱水および色変化の加熱分光その場観測法を開発した．流紋岩質ガ

ラスの脱水速度を，顕微赤外その場観測法により測定し，475 &#8211; 875 C における水のみかけの拡散係数を求

めた (Okumura and Nakashima, 2004)．1929 年の北海道駒ケ岳噴火における，マグマ中の含水量は 2.8&#8211;3.5 

wt%，噴出物中のそれは 0.7 wt% なので，この差約 2.4 wt%の水が脱水するのに必要な時間を見積もった．950 C

でのマグマ中の水のみかけの拡散係数を約 10 mm2/s (3.1 wt%)から 1 mm2/s (0.7 wt%)とし，メルトフィルムの

厚さを約 100mm 程度とすると，脱水時間はおよそ数秒から数千秒の程度と推定された(Okumura et al., 2004)．こ

れは，マグマの火道中上昇時間の最小値と見なすことできよう． 

火山噴出物はしばしば様々な色を示し，その違いは，噴火様式 (Moriizumi and Nakashima, 2000)や，火道か

ら火口付近での脱水・酸化過程，噴出後の加熱過程(Yamanoi et al., 2004)，さらに堆積後の風化過程(Yokoyama and 

Nakashima., 2004)などによると考えられる．ここでは，マグマの火道上昇放出過程における色変化を定量的に評

価するため，顕微可視・ラマン分光計に加熱ステージを組み合わせ，加熱その場色測定法を開発した．火山ガラス

や斑晶鉱物などの加熱による色変化速度を測定し，マグマの火道上昇放出過程における，主に酸化に伴う色変化の

時間スケールの推定を試みる． 

 

 


